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2023 年じゃおクラブ十大ニュース案 

「じゃおクラブ 10 大ニュース」は、後にじゃおクラブの歴史を振り返る資料です。「2023 年じゃお

クラブ 10 大ニュース」は、各地域で選出した候補と運営委員による提案を元に、運営委員が協議の上

でまとめました。じゃおニュースにて発表すると共に、じゃおクラブの歴史年表「じゃおクラブの歩み」

に転載します。 

1. 新規会員の初年度会費の無料化 

会則改訂により新規会員は初年度の会費が無料に。2023年の新規入会者は 12 人。2022年は 9人。 

2. 自治体連携でのイベントやホームページ・チラシがきっかけの新規入会が増加 

2023年は 12名（湘南：4、県央：4、ベイサイド：2、多摩・田園：2） 

3. じゃおニュースの改善方針を決定 

主な改善方針は、会員だよりの改善。自由投稿を開始すると共に五十音順の執筆人数を減らす。

さらに従来の特別寄稿を会員だよりの自由投稿に含める。執筆のヒントとしてテーマを設ける。 

12月より告知、2024年 1月より実施。 

4. コロナ禍が落ち着いた現在もオンライン会議を活用 

コロナ禍を通じてオンライン会議の利点を学び、現在もオンライン会議を活用する行事・活動があ

る。（運営委員会、HP サークル、じゃおニュース関係者会議、JAVIC（湘南・随時）、世話人間の

打ち合わせ（湘南・随時）、グラファーズ品評会（多摩・田園）） 

5. コロナ禍が落ち着いたことによる行事・活動の再開と活発化 

新型コロナウイルスへの政府方針の変更により、多くの行事・活動が対面にて再開可能となり、活

発に展開された。 

【本部】 じゃおクラブ第 32回通常総会を 4年ぶりに対面方式で開催。懇親会も実施。 

【湘南】 対面で開催された藤沢市地域活動見本市に参加。(2/4)・(9/2)に連続して。 

【湘南】 永田農園の社員の皆様の参加のもと、じゃお農園の収穫祭(7/29)・芋煮会(10/28)・

納会(12/23)を対面で開催。 

【湘南】 江の島での夏の暑気払い(8/6)を 3年ぶりに対面開催。 

【湘南】 4年ぶりに明治地区ふるさと祭り(10/29)に参加。 

【県央】  3 年間自粛していた綾瀬市児童館科学教室を 3 回実施。（万華鏡作り・ペンダント

作り・ヒンメリ作り） 

【県央】  自治体等他団体主催のボランティアフェスタ・仲間づくり相談会に（万華鏡作り）

で参加。ボランティアフェスタは 4 年ぶりの開催。仲間づくり相談会は 2020 年、

2021年と自粛が続いた後、2022年は参加人数を制限していた。 

【県央】 「江戸歴史探訪―その九」4年ぶりの江戸街歩き実施。（向島界隈～浅草） 

 自粛が続いた後、2022年 10 月に計画するも雨天中止となり、実施の機会を窺う。 

【県央】  施設見学。3年にわたって見学を中止していた「国立印刷局東京工場」を訪問。来

年 7月から発行の新札の印刷を見学。 

【ベイサイド】 「大山街道を歩く」シリーズ、柏尾道を 2年越しに完歩、続いて田村道に挑む。 
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  大山街道シリーズは 3回目がコロナ禍に重なり、2022年 10月、感染が下火に

なった時期に実施。4 回目を 2023年 10月に実施した。 

【ベイサイド】 「健康マージャン 巳申」は参加を自粛していたメンバーが戻った。じゃおクラブ

の新規入会者 3名が新たに参加したこともあり、延べ人数が大幅増。昨年度の 1.8

倍。（152人⇒269人） 

【多摩・田園】 4年ぶりに暑気払いを対面で再開。（8/4） 

6. 【湘南】じゃおグリークラブが『エフォル賞』を受賞 

受賞は出場 4年連続。神奈川県合唱連盟主催のヴィサン《人生百歳》ジョイント・コーラスフェス

ティバルにて。 

7. 【ベイサイド】ベイサイド 20周年記念行事（川崎工場夜景クルーズ）実施（計 20名の参加） 

8. 【ベイサイド】「健康カラオケ」の本拠地を関内から新杉田に移転 

毎回約 10 名、60歳台～90歳台の幅広い年齢層の参加のもと、ベイサイドの定例行事として定着。 

9. 【ベイサイド】2014 年から続けてきた YWCA「ゆう亭・落語会」の鑑賞は先方都合で2023 年が最

後となった。 

10. 【多摩・田園】クラシックコンサート鑑賞会が行事として定例化（合計 3回） 

掲載を見合わせた行事・活動など 

昨年同様「継続して実施している活動は特例をのぞき掲載しない」との判断に基づき、掲載を見合わせ

た行事・活動。 

⚫ 県央：ピンポンクラブが創設 10周年（2012 年 4月発足を確認―県央 15周年記念誌より） 

⚫ 県央：「そば打ち会」奇数月に開催し腕前をあげる。 

⚫ 多摩・田園：「仲間と街歩き」の参加者増。 

地域を超えた参加が多かったことを評価する意見が多かったが、継続している活動であり、掲載

を見合わせた。 

⚫ 多摩・田園：「多摩・田園サロン」の活動休止（3月）参加者減少でオンライン交流会は休止。 

⇒コロナ禍が落ち着いたことと関連するが、規模が小さいことなどを考えて掲載を見合わせた。 


